
　平成27年４月１日から社会福祉協議
会では、鶴ヶ島市生活サポートセンタ
ーを開設しました。鶴ヶ島市生活サポ
ートセンターでは、市内にお住まいの
かたの、日常生活や仕事などでの困り
ごとや悩みなどの解決に向け、鶴ヶ島
市障害者基幹相談支援センターと生活
困窮者自立相談支援センターの二つの
事業を行っています。
　詳しくは５ページをご覧ください。

市庁舎２階
センター窓口

鶴ヶ島市生活サポ
ートセンター　相談員

よろしくお願いし
ます

鶴ヶ島市生活

サポートセンター
鶴ヶ島市生活

サポートセンター
鶴ヶ島市生活

サポートセンター
鶴ヶ島市生活

サポートセンター

鶴ヶ島市
社会福祉協議会

始まりました始まりました始まりました

受託事業

この「社協だより」は、共同募金配分金により作成しています。 

社会福祉協議会の業務内容やボランティア・市民活動の 
情報など掲載しています。 で 検索 鶴ヶ島　社協 

　鶴ヶ島市内における社会資源を紹介します。

　社会資源とは、生活上のニーズを充足するさまざ

まな物資や人材、制度、技術の総称であり、地域福

祉活動を進めていく際に重要となってきます。

　今回は、相談支援について採り上げます。

地 域 の 社 会 資 源
シ リ ー ズ ⑦

No.126
H27.7.1

社協だよりは、目の不自由な障がい者の方々に、点
字版・テープ版・デイジー版を発行しております。
ご希望の方は、社会福祉協議会までご連絡ください。
（協力：鶴ヶ島市点字サークル「アイ」、鶴ヶ島音訳ボ
ランティアサークル「せせらぎ」、デイジー鶴ヶ島）
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会 員 募 集 の 流 れ 

ご協力いただいた会費 

鶴ヶ島市社会福祉協議会 自治会への資材 

福祉委員 

自治会への資材 

ご協力いただいた会費 

会員募集は各自治会内の福祉委員の協力を得て取り組みを進めています。 

各自治会 

　社会福祉協議会（　 社 　 協 　）では、住民会員制度をとっ
しゃ きょう

ており、多くの市民の皆さまや関係団体・機関と協働し

ながら、身近な地域で共に支え合う地域福祉を基本に
“●ふ だんの●く らしの●し あわせ”を目指しています。

　ふだん生活をしている“つるがしま”を一緒に考えて

みませんか。ご加入いただいた皆さまから寄せられる意

見等が、福祉課題の把握と、その解決を図るための地域

福祉活動などの貴重な社会資源となっています。

　昨年度は

個人会費６,８５６口・団体会費１２３口

賛助会費９２口、合計４,４７１,０００円が

市内で行われている地域福祉活動

に使われました。

ありがとうございます！

　皆さまの会費が、地域福祉活動を推進している関係団体やボランティア、市民

活動団体等の支援につながっています。

詳細は、次ページ以降の“会費の使いみち”や“主な事業の紹介”をご覧ください。

その他、社協会員の皆さまは、
①　住民参加型在宅福祉サービス（つるがしまふれあいサービス）
②　車いすや介護ベッド・３人乗り自転車貸出事業
をご利用いただけます。

　会員の加入方法は、自治会を通してお願いする方法があります。自治会から推薦された福祉委員を中
心として、自治会長や班長の方々のご協力により各世帯にお願いしています。また、自治会の組織がな
い地域や自治会に加入していない方は、社会福祉協議会（市庁舎６階）で加入（更新）手続きを承ります。

個人入会者や世帯など年額一口　　　５００円個人会員

社会福祉団体、ボランティア、市民活動団体など年額一口　　１,０００円団体会員

法人、事業所、篤志家など年額一口　１０,０００円賛助会員

今年度も皆さまのご加入を心からお待ち申し上げます。
「福祉のまちづくり」のため、どうか社協の事業にご理解、ご協力をお願いします。

社協会員からはじまる、あなたの地域福祉活動！！社協会員からはじまる、あなたの地域福祉活動社協会員からはじまる、あなたの地域福祉活動！！！！

会員募集 会員募集 会員募集 
今年もよろしくお願いします！ 今年もよろしくお願いします！ 

社会福祉協議会 社会福祉協議会 

７月は会員加入促進月間です７月は会員加入促進月間です７月は会員加入促進月間です



　ふれあい・いきいきサロン　とは、参加する一人ひ
とりが共に楽しい時間を過ごしながら「地域の一員」
としての気持ちを高め、地域社会におけるつながり
を再構築し、地域の助け合いが広がっていく場です。

　地域支え合い協議会　とは、現在、４つの組織がで
きており（鶴ヶ島第二小学校区、富士見地区、サザ
ン（南小学校区）、杉下小学校区）、地域ごとに助け
合い隊事業、防災事業、子ども委員会、サロン等の
事業を行っています。

　福祉教育・体験学習推進校　とは、学校等にかかわ
る子どもや保護者が、地域の方々と連携し、社会福
祉への理解と関心を高め、自立と社会連帯への精神
を養うとともに、実践活動へと展開できる取り組み
について、特に重点的に取り組んでもらえる学校を
プレゼンにより決定しています。

社会福祉協議会会員社会福祉協議会会員社会福祉協議会会員

　今年度は、ボランティア団体協力のもと実施する彩の国ボランティア体験プログラムや車いす・介
護ベッド貸出事業で使用する福祉機器等の維持管理、地域福祉活動計画策定のための視察研修、ふれ
あい・いきいきサロン実施団体20か所、地域支え合い協議会４か所、福祉教育・体験学習推進校８校
による取り組みに活用されています。その中からいくつかご紹介します。

　地域福祉の推進のために、さまざまな角度から関係団体やボランティア・市民活動団体等
が自主的、主体的に展開している事業に活用しています！

ふれあい・いきいきサロン　おしゃべりサロンたんぽぽ

サザン地域支え合い協議会　福祉支え合い委員会での研修

栄小学校４年生　福祉教育　手話体験

ご協力いただきましたご協力いただきましたご協力いただきました

会費の使いみち会費の使いみち会費の使いみち会費の使いみち
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その他収入 

８.２％ 

会費１.８％ 

寄附金０.７％ 

経常経費補助金 

３０.１％ 

助成金０.１％ 

受託金 

３１.１％ 

事業収入 

２４.３％ 

貸付事業等収入１.２％ 

共同募金配分金収入２.５％ 事務費３.５％ 貸付事業等１.１％ 

共同募金配分金事業費２.２％ 

その他の支出 

　８.１％ 

人件費 

６８.０％ 

事業費 

１７.１％ 

会費 ４,１８０千円

寄附金 １,６６２千円

経常経費補助金 ６８,８２９千円

助成金 ２６０千円

受託金 ７１,０３３千円

事業収入 ５５,４０５千円

貸付事業等収入 ２,６１０千円

共同募金配分金収入 ５,７１２千円

その他収入 １８,７８９千円

収入合計 ２２８,４８０千円

人件費 １５５,３９８千円

事業費 ３９,０８７千円

事務費 ７,８７８千円

貸付事業等 ２,６１０千円

共同募金配分金事業費 ４,９６０千円

その他の支出 １８,５４７千円

支出合計 ２２８,４８０千円

収 入 支 出平成２７年度鶴ヶ島市社会福祉協議会会計資金収支予算
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まちづくり・地域福祉活動の推進まちづくり・地域福祉活動の推進１

■ 共に支え合う小地域活動の推進事業
■ふれあい・いきいきサロン推進事業
■結婚50年夫婦の顕彰
■つるがしまふれあいサービス
■車いす・介護ベッド等貸与事業
■３人乗り自転車貸与事業
■婚活支援事業
■災害対策事業　災害ボランティアセンター運営訓練等の実施をします。
■ 鶴ヶ島市ファミリー・サポート・センター事業

提供会員と利用会員による、地域における子育て支援を実施します。
■ 地域福祉計画と連携した地域福祉活動計画の策定

共同募金運動への協力共同募金運動への協力４
■ 赤い羽根共同募金の推進
（10月１日～３月31日）

■ 地域歳末たすけあい募金
の推進
（12月１日～12月31日）

ボランティア・市民活動の推進ボランティア・市民活動の推進２
■ ボランティア・市民活動推進事業
■ボランティア体験プログラム事業
社会福祉施設や市民活動団体の協力によ
り、ボランティア・市民活動の体験やきっ
かけづくりをします。

■ 福祉教育・体験学習推進校等指定事業

福祉サービス・利用支援活動の推進福祉サービス・利用支援活動の推進３
■ 権利擁護支援事業
権利擁護のための相談支援や成年後見制度の
利用を総合的に実施します。

■ 市民後見人養成事業
■鶴ヶ島市生活サポートセンター
（障害者基幹相談支援センター、生活困窮者
自立相談支援センター）

■ 鶴ヶ島市手話通訳者派遣事業
■葬祭事業
■障害者喫茶コーナーの運営事業
■鶴ヶ島市立障害者地域活動支援センター事業

鶴ヶ島市赤十字
奉仕団事務局
鶴ヶ島市赤十字
奉仕団事務局

５

社会福祉奉仕
活動のサポー
トや研修会、
講習会を実施
します。

結婚50年夫婦の顕彰（金婚式）

ボランティア団体による演奏　花咲くおとめ座

鶴ヶ島市立障害者地域活動支援センター　地域交流会
「きいちごパーティー」

赤い羽根募金　藤小学校
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障害者
基幹相談
支援センター

障害者
基幹相談
支援センター

障害者
基幹相談
支援センター

鶴ヶ島市生活サポートセンターはこんなところです。鶴ヶ島市生活サポートセンターはこんなところです。鶴ヶ島市生活サポートセンターはこんなところです。
鶴ヶ島市受託事業鶴ヶ島市受託事業鶴ヶ島市受託事業

　平成27年４月１日から生活困窮者自立支援法が施行されました。
　生活困窮者自立支援制度は、近年の社会情勢の変化や様々な問題
により、生活困窮状態にある方の住まい・家計管理・しごと・子ど
もの学習等での相談をお受けしています。

　市内にお住まいで生活困窮状態にある方に対し、専門の相談員や就労支援
員が一緒に考え、必要に応じ関係機関とも調整しながら問題解決に必要な支
援を進めていきます。

生活困窮者
自立相談
支援センター

生活困窮者
自立相談
支援センター

生活困窮者
自立相談
支援センター

　●相談は無料です。
　●守ってほしい秘密は必ず守ります。
　●ご家族や地域のかたなど当事者以外のかたからの相談もお受けします。
　●窓口相談のほか、訪問等によりお話をうかがうこともできます。
　●「困っているけど、どこに相談したらよいのかわからない。」「こんなことを相談

してもいいのかな。」というときもお問い合わせください。

鶴ヶ島市生活サポートセンターは…

開　所　日

開所時間

問　合　せ

月曜日～金曜日
（土・日・祝日・年末年始はお休みです。）

８：３０～１７：１５

TEL ０４９－２７７－４１１６
FAX ０４９－２７７－４１１７

　市内にお住まいで障がいやご病気によって生じる生活上の課題や希
望の実現などについて専門の相談員や就労支援員が一緒に考えます。
必要に応じ、関係機関とも連携しながら相談の対象となる方の支援を

進めていきます。
①地域にあるさまざまな手立てを活用しながら、その実現を目指します。
②福祉のサービスや給付などが必要な場合は、プラン作成や利用に向けて必
要な支援、事業所等の調整を行います。
③障がいのあるなしに関わらず安心して暮らせるよう、地域にあるさまざま
な資源を活用した街づくりに取り組みます。
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第２次地域福祉活動計画策定委員会第２次地域福祉活動計画策定委員会第２次地域福祉活動計画策定委員会

　社会福祉協議会では、市が平成２９年
から５年間を計画期間とする「第２次
鶴ヶ島市地域福祉計画」の策定に併せ
「第２次鶴ヶ島市地域福祉活動計画」
の策定を予定しています。
　５月２９日に１回目の委員会が行われ
ました。これから約２年にわたり、以
下の計画となるよう、審議します。

①　地域福祉を推進する役割を明確にする計画
②　市民等からの意見を反映させた計画
③　市民が理解しやすい計画
④　目的を共有する計画

　この委員会の中で、これから訪れる急速な高齢化
や孤立化等の社会問題の対応に行政、社協、市民、
そして、福祉専門職の関係者が共に、「誰もが住みよ
い鶴ヶ島」をつくるための計画策定に取り組みます。

はじまり
ました

　当センターでは、加齢や障がい、病気などにより、判断能力が不十分な方

に対し、尊厳を持ちながら、自分らしい生活をしていくための成年後見制度

などの利用援助や権利擁護支援のための相談を行います。また必要な方には、

社会福祉協議会が後見人となり、法人後見等を行っています。

　制度発足から約１５年。平成２６年の調査における後見制度利用者数は１８万人を超え、今後

も、成年後見制度の必要性は高まり、さらなる利用者増が見込まれています。なかでも、

本人と成年後見等との関係では、平成２４年度を境に親族後見と第三者後見の割合が逆転し、

平成２６年末では第三者後見が全体の６５％を占めています。

　第三者後見では、専門職後見と言われる弁護士、司法書士、社会福祉士が多数を占めま

すが、ここ数年社協やNPOによる法人後見や、市民後見の受任数も伸び、本人の暮らす地

域での、地域の住民による支えに期待が寄せられています。

　専門職による支えだけでなく、“同じ地域で暮らす”という市民の強みを活かした支援体

制構築に向け、社会福祉協議会では昨年度に引き続き養成講座（実践編）を進めています。

権 利 擁 護 支 援 セ ン タ ー

高高高高高高高高高高高高高高高高ままままままままままままままままるるるるるるるるるるるるるるるる高まる
地地地地地地地地地地地地地地地地域域域域域域域域域域域域域域域域支支支支支支支支支支支支支支支支援援援援援援援援援援援援援援援援地域支援
（（（（（（（（（（（（（（（（市市市市市市市市市市市市市市市市民民民民民民民民民民民民民民民民後後後後後後後後後後後後後後後後見見見見見見見見見見見見見見見見））））））））））））））））（市民後見）
へへへへへへへへへへへへへへへへのののののののののののののののの期期期期期期期期期期期期期期期期待待待待待待待待待待待待待待待待への期待

本本本本本本本本本本本本本本本本格格格格格格格格格格格格格格格格本格
ススススススススススススススススタタタタタタタタタタタタタタタターーーーーーーーーーーーーーーートトトトトトトトトトトトトトトトににににににににににににににににスタートに
向向向向向向向向向向向向向向向向けけけけけけけけけけけけけけけけてててててててててててててててて向けて
準準準準準準準準準準準準準準準準備備備備備備備備備備備備備備備備中中中中中中中中中中中中中中中中準備中！！！！！！！！！！！！！！！！！
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ＰＴＡ夏祭りボランティア募集ＰＴＡ夏祭りボランティア募集

特別支援教育 ボランティア講座
鶴ヶ島市地域密着型サービス合同作品展

視覚障害者のためのパソコン体験講座視覚障害者のためのパソコン体験講座

ライブ音声ガイド入門講座

鶴ヶ島視覚障害者の会アイネット

日　時　７月１８日（土）・１９日（日）午前１０時～午後４時
会　場　就労継続支援Ｂ型事業所「すまいるはうす」
内　容　音声読み上げソフトを用いて、パソコンの基本操作
　　　　ワープロ・メール・ホームページなどの体験

申込み・問合せ　アイネット　 宇  佐 美   まで
う さ み

　　　　　　　　（電話０４９－２８５－５４３９）

７月１６日（木）まで申込み可能

対象者　視覚障がい者（※一般の方も参加できます）
定　員　１０名
参加費　無料

埼玉県川越特別支援学校

日　時　８月２９日（土）、９月２６日（土）、１０月２４日（土）、
　　　　１１月７日（土）、１１月１９日（木）、１１月２０日（金）

　　　　※開催日によって時間が異なります。

会　場　埼玉県立川越特別支援学校
　　　　（８月２９日のみ尚美学園大学）

内　容　公開講座、知的障がい疑似体験、文化祭の見学、
クラスに入っての体験等

申込み・問合せ　川越特別支援学校　教頭または支援部
（新井）まで（電話０４９－２３５－０６１６）

　　　　　　　　８月１７日（月）まで申込み可能

対象者　川越特別支援学校に関心のある方、ボランティア
活動に興味のある方

定　員　３０名（申込み順）
参加費　無料

特別支援教育　ボランティア講座

埼玉県毛呂山特別支援学校

日　時　７月１８日（土）
　　　　午後２時３０分～午後６時３０分

会　場　埼玉県立毛呂山特別支援学校
内　容　ゲームコーナー、テント張りの手伝い等
申込み・問合せ　毛呂山特別支援学校　 青  柳 まで

あお やぎ

　　　　　　　　（電話０４９－２９４－７２００）

定　員　５名

声なびシネマわかば

日　時　７月１４日（火）、１７日（金）、２１日（火）、２８日（火）、
　　　　８月４日（火）　午後１時から午後４時

　　　　（４回＋ガイド付き映画鑑賞会）

会　場　わかばコミュニティルーム等
内　容　テレビの副音声のように、映画に音声解説をつけ

る体験、ガイド付き映画の鑑賞等

申込み・問合せ　声なびシネマわかば代表　 木 野   まで
き の

　　　　　　　　（電話　０８０－１０４２－４７１９）

　　　　　　　　７月１２日（日）まで申込み可能

対象者　ＤＶＤを自宅で視聴でき、メール（ＰＣや携帯）
での連絡が可能な方

定　員　１５名（申込み順）
参加費　一般２,０００円　学生１,０００円

ライブ音声ガイド入門講座

市内地域密着連絡会

日　時　７月１３日（月）～１７日（金）午前８時３０分～午後５時
　　　　１８日（土）午前８時３０分～正午

会　場　鶴ヶ島市役所１階ロビー
内　容　市内介護事業所の入居者・利用者の日常的に作成

した編み物・習字・日曜大工などの作品展示

（グループホーム鶴ヶ島、グループホーム暖家鶴

ヶ島、愛の家グループホーム鶴ヶ島三ツ木、あっ

たかホーム鶴ヶ島、まごころの家＊あゆみ藤金、

まごころの家＊あゆみ脚折）

問合せ　鶴ヶ島市役所高齢者福祉課まで
　　　　（電話０４９－２７１－１１１１（代表））

鶴ヶ島市地域密着型サービス合同作品展

■９月から手話講習会「入門」（全２１回）を行います。初め

て手話を学ぶ方が対象です。興味のある方はぜひ、広報

つるがしま８月号で詳細をご確認の上、お申し込みくだ

さい。皆様の受講を心からお待ちしています。

■６月２０日（土）、利用者懇談会でマイナンバー制度や、消

防署への緊急通報用のファクシミリ用紙の書き方につい

て学習会を行いました。

※手話奉仕員募集中※

　市では手話講習会「基礎」修了者を対象に、手話奉仕

員登録を行っています。詳細は市役所障害者福祉課へお

問い合わせください。

手話通訳者派遣事業のお知らせ 手話通訳者派遣事業のお知らせ 
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あたたかい善意、ありがとうございました。
お寄せいただきました善意は、社会福祉事業に活用させていただきます。（順不同、敬称略）

�篠勇夫、つや子 ３０,０００円
第７回北公チャリティーカラオケまつり実行委員会
唄うつぼみ会、歌謡サークル暖流会、
スイート＆ポテト、はなぶさ会 ２１,５１２円
坂戸市福島県人会 １０,０００円
株式会社ベルクすねおり店お客様一同 １４,４９８円
脚折北部御嶽神社氏子 ８,１２２円
森田進 ２,０３２円
新井盛賀 ２０,０００円

チョキチョキはなちゃん １１,９０２円
富士見ゴルフクラブ ８,２２７円
エコ鶴市民の会 ２６,１３０円
坂戸・鶴ヶ島地区労働組合協議会 ２８,０００円
ラ・フォンテ　小峰 １０,０００円
ケーヒン労働組合 イベント用テント等　
その他、匿名にて６名の方から寄附金と福祉車両のご寄
附を頂きました。（平成２７年２月１日～平成２７年５月３１日）

彩の国ボランティア体験プログラム２０１５彩の国ボランティア体験プログラム２０１５彩の国ボランティア体験プログラム２０１５

配布場所配布場所 申込み受付期間申込み受付期間

●社会福祉協議会（市庁舎６階）
●市民活動推進センター
●市民センター（６か所）
その他、市内公共施設など
市内の児童生徒には、各小中学校から配
布していただく予定です。

●７月21日（火）～24日（金）
午前9時～午後5時
社会福祉協議会事務局
（市庁舎6階）

　子どもから大人まで、誰もが気軽にボランティ
ア活動に参加できるような体験メニューをご用意
しています。今までボランティア活動に参加した
ことがない人も、はじめの一歩が踏み出せなかっ
たあなたも、この機会にボランティア活動に参加
してみませんか？

保育体験

里山整備体験

ボランティア体験プログラムの詳しい内容は、プログラム一覧表をご覧ください。

はじめ
の一
歩

はじめ
の一
歩

３月１日発行「ふくしのまち№１２５」掲載記事の訂正とお詫び

５ページ

＜つるがしまふれあいサービス会員募集＞

訂正前　傷害保険や傷害賠償保険に加入します。

訂正後　傷害保険や損害賠償保険に加入します。

■鶴ヶ島市立障害者地域活動支援センター
　「きいちご」（月曜日～金曜日　９時～１７時）
　〒３５０－２２１７　鶴ヶ島市三ツ木９３５－１
　TEL・FAX　049－287－7456

■鶴ヶ島市社会福祉協議会　事務局
　〒３５０－２２１７　鶴ヶ島市三ツ木１６－１（市庁舎６階）
　（月曜日～金曜日　９時～１７時）
　TEL 049－271－6011（代表）
　FAX 049－287－0557

�権利擁護支援センター
�障がい者相談支援センター　

TEL　049－277－3317

�鶴ヶ島市生活サポートセンター（市庁舎２階）
　TEL　049－277－4116　FAX　049－277－4117

埼玉県共同募金会を通じて、被災された方々を支援
することを目的に義援金を募集しております。
ご協力ありがとうございました。
◎７．９南木曽町（長野県）豪雨災害義援金　６,９３５円
◎平成２６年８月京都府豪雨災害義援金　　　６,９０６円

引き続き、義援金を募集しております。
皆様のあたたかいご支援・ご協力をよろしくお願い
申し上げます。
●長野県神城断層地震災害義援金
　受付期間：平成２７年９月３０日（水）まで

●屋久島町口永良部島新岳噴火災害義援金
　受付期間：平成２７年１２月２５日（金）まで

　受付
　埼玉県共同募金会鶴ヶ島市支会（社会福祉協議会内）

窓　口　一　覧災　害　義　援　金


